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証券コード4641
2026年３月４日

（電子提供措置の開始日2026年３月３日)
株 主 各 位

神奈川県横浜市西区みなとみらい二丁目３番５号
株式会社アルプス技研
代表取締役社長 須藤泰志

第45回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申しあげます。
さて、当社第45回定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申しあげます。
なお、当日ご出席願えない場合は、インターネットまたは書面により議決権を行使することができ

ますので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討のうえ、2026年３月25日（水曜日）午後
５時30分までに議決権を行使していただきますようお願い申しあげます。

敬 具

記

１．日 時 2026年３月26日（木曜日）午前10時

２．場 所 神奈川県相模原市緑区西橋本五丁目４番12号
アルプス技研第１ビル 会議室

３．会 議 の
目的事項

報告
事項

⑴第45期（2025年１月１日から2025年12月31日まで）
事業報告の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人
及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

⑵第45期（2025年１月１日から2025年12月31日まで）
計算書類の内容報告の件

決議
事項

第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役８名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件
第４号議案 補欠監査役１名選任の件
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本株主総会の招集に際しては電子提供措置をとっており、インターネット上の下記ウェブサイトに
「第45回定時株主総会招集ご通知」及び「第45回定時株主総会その他の電子提供措置事項（交付書面
省略事項）」として電子提供措置事項を掲載しております。

【当社ウェブサイト】https://www.alpsgiken.co.jp/ir/library/convocation.html

また、上記のほか、インターネット上の下記ウェブサイトにも掲載しております。

【東京証券取引所ウェブサイト】
https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show

上記のウェブサイトにアクセスして、当社名または証券コードを入力・検索し、「基本情報」「縦覧
書類／ＰＲ情報」を順に選択のうえ、ご覧ください。

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
・ 次の事項につきましては、法令及び当社定款第14条の規定に基づき、上記インターネット上の各ウェブサイトに掲

載しておりますので、本招集ご通知には記載しておりません。
①連結計算書類（連結計算書類の注記）
②計算書類（計算書類の注記）

従いまして、本株主総会招集ご通知に記載されております書面は、監査報告を作成するに際し、監査役または会計
監査人が監査をした対象書類の一部です。

・ ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう、お願い申しあげます。
・ 総会開始後にご出席の際には、第二会場へご案内させていただく場合がございます。あらかじめご了承ください。
・ 電子提供措置事項に修正が生じた場合は、掲載している各ウェブサイトに修正内容を掲載させていただきます。
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議決権行使についてのご案内
株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使していただきますようお願い申しあ
げます。
議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

インターネットで議決権
を行使される場合

次ページの案内に従って、議案の
賛否をご入力ください。

行使期限

2026年３月25日（水曜日）
午後５時30分入力完了分まで

書面（郵送）で議決権を
行使される場合

同封の議決権行使書用紙に議案
に対する賛否をご表示のうえ、ご
返送ください。

行使期限

2026年３月25日（水曜日）
午後５時30分到着分まで

株主総会に
ご出席される場合

同封の議決権行使書用紙を会場
受付にご提出ください。

日 時

2026年３月26日（木曜日）
午前10時開催

・議決権行使書とインターネットにより重複して議決権を行使された場合は、インターネットによる議決権行使の内容を有効
なものとしてお取り扱いいたします。

・インターネットにより複数回にわたり議決権を行使された場合は、最後に行使された内容を有効なものとしてお取り扱いい
たします。

・議決権行使書面において、議案に賛否のご表示がない場合は、賛成の意思表示をされたものとしてお取り扱わせていただき
ます。
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1.　

2.

3.

4.　

御中○○○○
株主番号　○○○○○○○○ 　議決権の数 XX 個議 決 権 行 使 書 

××××年　×月××日

スマートフォン用
議決権行使
ウェブサイト
ログインQRコード

○○○○○○○

見本

見本

「次へすすむ」を
クリック

「ログイン」を
クリック

「議決権行使コード」
を入力

「次へ」を
クリック

「パスワード」を
入力

議決権行使書用紙右下に記載のQRコードを読み取ってください。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

1．

2．

議決権行使
ウェブサイト https://www.web54.net

1．

2．

3．

4．

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。

議決権行使書用紙に記載された
「議決権行使コード」をご入力ください。

議決権行使書用紙に記載された
「パスワード」をご入力ください。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

インターネットによる議決権行使で
ご不明な点は、右記にお問い合わせください。

三井住友信託銀行　証券代行ウェブサポート 専用ダイヤル
電話番号：0120－652－031（フリーダイヤル）

（受付時間　９：00～ 21：00）

QRコードを読み取る方法
「スマート行使」

「スマート行使」での議決権行使は１回に限り
可能です。
議決権行使後に行使内容を変更する場合は、お手数ですが
PC向けサイトへアクセスし、議決権行使書用紙に記載の
「議決権行使コード」・「パスワード」を入力してログイン、
再度議決権行使をお願いいたします。
※QRコードを再度読み取っていただくと、PC向けサイト
へ遷移できます。

議決権行使コード・パスワードを
入力する方法

議決権行使コードおよびパスワードを入力することなく議決権行
使ウェブサイトにログインすることができます。

機関投資家の皆様へ：株式会社ICJが運営する「議決権電子行使プラットフォーム」をご利用いただけます。

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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事 業 報 告

（ 2025
2025

年
年

１
12

月
月

１
31

日から
日まで ）

１．企業集団の現況
⑴ 当事業年度の事業の状況
① 事業の経過及び成果

当連結会計年度（2025年１月１日〜2025年12月31日）におけるわが国経済は、雇用・所
得環境の改善が続く中で、物価上昇の影響などから資材の高騰やトランプ関税に関する影響が
自動車産業を中心にみられたものの、企業の投資意欲は依然高く緩やかな回復基調で推移いた
しました。一方で、ウクライナや中東地域をはじめとした地政学リスクは引き続き高く、米国
の通商政策や中国経済の内需停滞などの世界情勢の不安定さから、依然として先行き不透明な
状況が続いております。
こうした社会・経済環境のなか、大手製造業各社は、競争優位に向けた研究開発の先行投資

を維持しており、当社グループに対する要請は堅調に推移いたしました。当社グループの中核
である技術者派遣事業では、全社を挙げて、先端技術分野や成長が期待できる環境分野の技術
教育を強化し、チーム派遣等の営業施策と連動した取組みにより、高稼働率を維持しました。
また、働き方改革に即した給与制度の一部見直しや、働きやすさをサポートする仕組み等の導
入を図り、社員数の安定的な増加につながりました。さらに、今後飛躍的な市場の拡大が期待
される航空宇宙分野へ注力するため宇宙事業推進室を設置しました。
以上のような施策の結果、総稼働人数、契約単価はともに上昇いたしました。これらの技術

者派遣事業における諸要因を主因として、当連結会計年度の売上高は526億49百万円（前年同
期比5.6％増）、営業利益は53億97百万円（同4.6％増）、経常利益は55億43百万円（同4.3％
増）となりました。また、親会社株主に帰属する当期純利益は39億81百万円（同8.3％増）と
なりました。
当社グループは、2023年に「技術を活用し共創社会のパートナーへ挑戦」という中期経営

計画を掲げ、アウトソーシングサービス事業の強化はもとより、農業・介護を始めとする社会
的課題の解決に資する新たな事業分野の開拓と、請負事業の強化やものづくり事業の拡大に向
けた施策を推進しております。

セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

ア．アウトソーシングサービス事業
主要事業であるアウトソーシングサービス事業では、技術者派遣を中心に、技術プロジェ

クトの受託、事務派遣等を行っております。人材獲得競争が激化しているなかにあっても優
秀な人材を確保するため、リファラル採用等の施策に注力いたしました。また、先端技術分
野や成長が期待できる環境分野の技術教育を強化し、チーム派遣等の営業施策と連動した取
組みにより、引き続き稼働率は高水準を維持し契約単価も上昇いたしました。
その結果、当連結会計年度における売上高は479億25百万円（前年同期比4.7％増）、営

業利益は49億26百万円（同0.9％増）となりました。
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イ．グローバル事業
グローバル事業では、海外におけるプラント設備、機械・設備機器等の設計・製作・据付

及びメンテナンス並びに人材サービスを行っております。当連結会計年度における売上高は
46億14百万円（前年同期比14.9％増）、営業利益は５億33百万円（同55.6％増）となりま
した。

② 設備投資の状況
当連結会計年度において、当社グループが実施した設備投資額は２億44百万円であり、その

主な内容は、事業譲受による建物等の取得であります。

③ 資金調達の状況
当連結会計年度において、新株式発行及び社債発行等の資金調達は行っておりません。

⑵ 直前３事業年度の財産及び損益の状況

区 分 第 42 期
（2022年12月期）

第 43 期
（2023年12月期）

第 44 期
（2024年12月期）

第 45 期
(当連結会計年度)

（2025年12月期）
売 上 高（百万円） 43,647 46,216 49,858 52,649
経 常 利 益（百万円） 4,560 5,053 5,313 5,543
親会社株主に帰属
する当期純利益（百万円） 3,416 3,696 3,677 3,981

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 169円47銭 185円16銭 185円03銭 202円72銭
総 資 産 額（百万円） 24,274 25,025 28,077 29,311
純 資 産 額（百万円） 15,741 16,866 18,743 20,436
１ 株 当 た り 純 資 産 額 778円68銭 846円62銭 940円44銭 1,038円62銭
（注）１．１株当たり当期純利益は、期中平均発行済株式数により算出しております。

２．第45期（当連結会計年度）の概況については、前記「１．企業集団の現況 ⑴当事業年度の事業の状
況 ①事業の経過及び成果」に記載のとおりであります。
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⑶ 重要な親会社及び子会社の状況
① 親会社の状況

該当事項はありません。

② 子会社の状況
会 社 名 資 本 金 議決権比率 所 在 地 主 要 な 事 業 内 容

㈱アルプスビジネスサービス 100
百万円

％
100.0

神奈川県
相模原市

人材ソリューション事業、
教育ソリューション事業、
人材紹介事業、登録支援事業、
損害保険の代理業

㈱アルプスアグリキャリア 400
百万円 100.0 神奈川県

相模原市 農業分野の派遣

㈱ デ ジ タ ル ・ ス パ イ ス 27.5
百万円 100.0 長野県

茅野市
ソフトウェア及びハードウェア
の開発・設計・製造、
技術者派遣

㈱ ア ル プ ス ケ ア ハ ー ト 100
百万円 100.0 神奈川県

相模原市

訪問介護及び
その他居宅介護サービス事業、
サービス付き高齢者向け住宅の
運営

㈱ D O N K E Y 280
百万円 85.69 神奈川県

相模原市 農業用ロボットの開発、販売

㈱アルプスリージョナルパートナーズ 25
百万円 100.0 新潟県

南魚沼市 宴会事業、宿泊事業

ALPSGIKEN TAIWAN CO.,LTD. 40
百万台湾ドル 95.0 台湾

台北市

プラント設備、
機械・設備機器等の設計・
製作・据付・メンテナンス、
人材サービス

ALTECH SHANGHAI CO.,LTD.（CHINA） 105
百万円 100.0 中国

上海市

プラント設備、
機械・設備機器等の設計・
製作・据付・メンテナンス、
人材サービス

ALPSGIKEN MYANMAR CO.,LTD. 200
千USドル 100.0 ミャンマー

ヤンゴン市
人材育成事業、
エンジニアリング事業

（注）１．当社は、2025年５月に㈱アルプスリージョナルパートナーズを設立いたしました。
当社は、2023年７月より「技術を活用し共創社会のパートナーへ挑戦」をスローガンとした中期経
営計画に取組んでおります。この計画は、４つの柱からなり、その一つに「持続可能で豊かな社会の
創生へ貢献」という目標を掲げております。当社グループ が持つ強みを活かし、新会社の成長を通
して地方創生に繋がる新規事業の創出・拡大を目指してまいります。

２．㈱アルプスリージョナルパートナーズ、ALPSGIKEN MYANMAR CO.,LTD.は非連結子会社です。
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⑷ 対処すべき課題
当社グループは無期雇用型技術者派遣事業をコアとしており、採用・教育・営業の仕組みを変

革し、高度技術者集団としてのブランドの確立を図るため、「高めた価値を深化（進化）させ、
次なるステージに踏み出す」、「技術力と人間力を磨き、未来を創る力を高める」、「環境変化に即
応し、さらなる可能性を切り拓く組織へ進化する」の諸施策を推進しております。社会環境が大
きく変化し、技術の進展も加速されていく中で、顧客の量的・質的要望に応えるとともに、技術
者と顧客の最適な組み合わせによる高付加価値サービスの提供により、企業価値の向上を持続さ
せていくことが重要な課題と認識しております。また、新規事業分野として挑戦している農業や
介護関連分野においても、既存事業とのシナジーを強化し、新たな事業の柱に成長させることが
企業価値向上への課題と認識しております。
当社グループが対処すべき主要な経営課題は、以下のとおりであります。

① 採用の強化
当社グループの主要事業である技術者派遣事業においては、人材獲得競争が激化している状

況の中でも、顧客からの即戦力かつ高度技術を有する人材の要請が高まっております。2023
年より、働き方改革に即した給与制度の一部見直しや、働きやすさをサポートする仕組み等の
強化を図り、社員数の安定的な増加に力を入れております。優秀な新卒社員の獲得に向け、技
術者と連携した施策を講じるほか、学生の意向に沿った採用企画を実行しております。また、
リファラル採用に加えてアルムナイ採用や既卒採用を推進し、国内のみならず海外を含めた採
用チャネルを多角化してまいります。

② 技術力の強化
当社グループでは、技術者が高い志をもって、自らの技術力を向上させることが企業価値の

源泉であるとの思いのもと、創業以来、技術者教育には特に力を入れてまいりました。
なかでも、市場の拡大が期待される宇宙分野や生成AIをはじめとする先端技術や環境対応技

術といった成長分野を中心に、顧客のニーズに特化したスペシャリティ研修やカスタマイズ研
修、技術者の長期キャリア形成を目的としたシニア人材を含む年代別キャリア開発研修、次代
を担う若手人材向けのマネジメント研修等に取組み「技術力と人間力を磨き、未来を創る力を
高める」よう努めております。
さらに、積極的に「チーム派遣」を推進するために、高度な技術力を有するに留まらず、工

程管理やマネジメントにも長けた、いわゆる「チームリーダー」や「プロジェクトマネージャ
ー」を育成すべく、リーダー養成の研修を実施し、市場価値の高い高度技術者を養成してまい
ります。
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③ 営業力の強化
当社グループの主要顧客である自動車、半導体、電機メーカーなど大手製造業各社において

は、国際競争力強化の必要性から、今後も引き続き、開発設計部門における効率化の流れは継
続するものと思われます。その影響により、複数名の技術者をまとめて派遣する「チーム派
遣」や、開発工程の一定部分を受託する「プロジェクト受注」への要請は一層の高まりをみせ
ております。
このような環境変化に対応すべく、営業部門を強化し、また新たに宇宙分野や受託業務の拡

大を実現する専門部署を設置しました。これらの専門部署を軸に、営業と技術者との連携強化
を図ることで、「チーム派遣」や「プロジェクト受注」等を積極的に開拓してまいります。ま
た、「チームアルプス」というビジョンのもと、営業担当者のみならず、技術者自身も顧客ニ
ーズへの迅速な対応と付加価値の高いサービス提供を行うことで、高水準の契約単価を実現
し、社員の処遇を高め、より優秀な人材が集まる好循環の実現に注力してまいります。

④ 国際化への対応
アジア圏における経済成長を睨み、上海と台湾、ミャンマーに現地法人を構え、人材育成事

業と製造業各社に対するエンジニアリング事業（プラント設備、機械・設備機器等の設計・製
作・据付及びメンテナンス並びに人材サービス）を展開しております。
さらに、現地における人材確保等、当社グループの有する強みを活かし、国内グループ各社

と海外現地法人とが緊密な連携を図ることで、製造業各社のグローバル戦略にも積極的に対応
してまいります。引き続き、地政学的リスクを考慮しながら、新たな地域の開拓に向け検討を
進めてまいります。

⑤ グループ戦略
当社グループでは、新たな企業価値を創る取組みとして、アウトソーシングサービス事業の

強化はもとより、㈱アルプスアグリキャリアや㈱アルプスケアハートを中心に農業・介護を始
めとする新たな事業分野の拡大を進めております。また㈱デジタル・スパイスを中心に、農業
用ロボットの開発販売を担う㈱DONKEYや当社宇宙事業推進室、受託業務推進室が連携して、
ものづくり事業の拡大に挑戦しております。なお、当社は介護事業者向けのシステムを内製化
しております。
さらに2025年５月に設立した㈱アルプスリージョナルパートナーズを中心に、地方創生へ

の取組みを強化し、「共創社会のパートナー」となるべく新規事業を展開してまいります。
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⑥ コンプライアンス及びCSR（企業の社会的責任）への取組み
当社グループでは従来「企業倫理憲章」を始めとした社内ルールを制定するとともに、法

令・社会倫理規範遵守のための社内体制を整備し、コンプライアンス教育を徹底してまいりま
した。コンプライアンスは経営の重要課題の一つと認識し、今後も引き続き取組んでまいりま
す。また、当社は企業市民としてサステナビリティ基本方針に則り、環境経営の推進や、財
団、NPO法人を通じた起業家育成・教育・コミュニティ活動等の社会貢献活動を支援してまい
ります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげ
ます。

⑸ サステナビリティを巡る取組み
経営理念「Heart to Heart」のもと、当社では「アルプス技研企業倫理憲章」に全ての役員

及び社員が遵守すべき「７つの誓い」として、社会倫理に則した行動を定めております。また、
サステナビリティ基本方針を定め、サステナビリティ委員会を中心に、環境保全活動、CSR活動
等を実施しております。
サステナビリティに関する考え方や取組みについては、当社ホームページのサステナビリティ

にて開示しております。（https://www.alpsgiken.co.jp/sustainability/）

① 気候変動に係るリスク及び収益機会の影響
当社のビジネスモデル上、派遣先の状況によって、気候変動に係る間接的な影響を受ける可

能性があることから、リスク管理委員会において重要項目として対応しております。一方、気
候変動に係る技術革新は、当社にとりまして収益機会の拡大につながると考えており、脱炭素
社会の実現に向け、新技術領域に適応したエンジニアの更なる育成などに取組んでおります。
なお、TCFDの枠組みに基づく開示は以下のとおりです。

ア．ガバナンス
当社は、経営理念「Heart to Heart」のもと、環境保全活動や社会貢献活動を包括する

「サステナビリティ基本方針」を制定しております。また、具体的な企画・実行・管理の統
括を目的とした取締役会の諮問機関としてサステナビリティ委員会（以下「本委員会」とい
う）を設置しております。これにより、取締役会が実効的に監督を行える環境を整備してお
ります。
また本委員会で検討した内容は、取締役会へ報告し、企業経営に反映しております。引き

続き本委員会を中心に、実施計画の策定と進捗のモニタリングを行ってまいります。
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イ．戦略
気候変動は大きな社会課題の一つであり、当社グループとしても取組むべき重要な課題と

捉えております。パリ協定においては、「世界の平均気温上昇を産業革命以前に比べて２℃
より十分低く保ち、１.５℃に抑える努力をする」が掲げられました。当社グループはパリ協
定を参考に、１.５℃シナリオを採用し、気候変動に係るリスク及び収益機会の影響について
検討いたしました。主な戦略は以下のとおりです。

大分類 小分類説明 機会
リスク 時期 業績へ

の影響 取組み

移行
リスク

環境負荷の高い業務
が減少 リスク 短期〜中期 小 環境負荷の高い事業から環境改善につなが

る事業へエンジニアのシフトを推進する。

環境対応などのスキ
ル・経験を有する人
材の採用市場が激化

リスク 短期〜中期 中 即戦力人材の採用強化と併せて、教育によ
り最適な人材の確保に努める。

環境改善につながる
新成長市場の獲得 機会 短期〜長期 大

新成長市場で必要となるスキルを身に付け
た人材によるサービスを提供し、いち早く
市場を獲得する。

物理
リスク

大雨・台風などの自
然災害が増加 リスク 短期〜長期 小

自然災害による売上損失の主な要因は、通
勤手段の途絶である。導入しているテレワ
ークを活用し損失低減に努める。

ウ．リスク管理
本委員会にてシナリオの分析を行い、気候変動に係るリスク及び収益機会の影響について

各部門が連携し適切に管理しております。状況はサステナビリティ委員会及び、リスク管理
委員会にて定期的にモニタリングし、経営方針や事業戦略に反映してまいります。

エ．指標・目標
当社グループは、2050年のカーボンニュートラル実現を長期的な目標として設定してお

ります。

【長期目標】
2050年のカーボンニュートラルを目指します。

【主な取組み】
１．社有車のEV化、照明のLED化、ペーパーレス化などの省エネ活動推進
２．脱炭素社会の実現に向け、技術サービスによる支援強化
３．植林・ゴミ拾いなどの活動を通じた、全社員の環境課題に対する意識醸成
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② 人的資本に関する状況
当社は、「人が未来」であるという考え方から、人的資本への積極的な投資を行っておりま

す。また、創業以来、「技術力」と「人間力」の向上に力を入れており、技術者一人ひとりの
キャリア開発をサポートしております。なお、当社の教育・研修制度は当社ホームページの以
下のURLにおいて開示しております。
（https://www.alpsgiken.co.jp/engineer/training/training.html）

ア．戦略
ａ．人材の多様性

新卒採用・キャリア採用については、国籍・性別を問わず、当社で活躍できる人材要件
を設定し採用活動をしております。特に外国籍人材につきましては、2003年より20年以
上にわたり、延べ1,000名以上の技術系人材を育成・採用し、多くのお客様に高度な技術
サービスを提供しております。2018年からは、さらに農業・介護分野へ活躍のフィール
ドを広げ、先駆的に人材の育成と採用に取組んでおります。
外国籍人材やキャリア採用者の管理職への登用につきましては、当社では既に積極的か

つ適正な人数の登用を実施していると認識しており、改めて目標は設定しておりません。
様々な分野、業種のお客様と取引している利点を活かし、エンジニアが担当する業務を

ローテーションすることにより、新たな経験を積み、スキルを高めていく当社のビジネス
モデルそのものがリスキリングと考えております。一人ひとりの描くキャリアに適したロ
ーテーションを実施するため、研修や勉強会などの教育体制を充実させ、キャリア形成を
支援しています。
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主な研修プログラム・カリキュラム

能力開発 キャリア
支援 制度

入社年次
年代

入社時合宿研修

ビジネスマナー研修

Ｃ　Ｓ　研　修
(顧客満足・プロ意識)

労働安全衛生研修

新入社員研修成果発表会

ビジネス基礎力学習

資　
格　
取　
得　
報　
奨　
金

技　
術　
者　
育　
成　
プ　
ロ　
グ　
ラ　
ム

社　
内　
認　
定　
講　
師

自　
己　
啓　
発　
推　
進　
（　
通　
信　
教　
育　
・　
外　
部　
研　
修　
等　
費　
用　
補　
助　
）

キ
ャ
リ
ア
開
発
研
修

２
年
次
研
修

３
年
次
研
修

３ 

０ 

歳 

研 

修 

４ 

０ 

歳 

研 

修 

キ　
ャ　
リ　
ア　
開　
発　
支　
援　
活　
動

カ　
ス　
タ　
マ　
イ　
ズ　
技　
術　
研　
修

環　
境　
・　
脱　
炭　
素　
基　
礎　
研　
修

専　
門　
技　
術　
研　
修　

( 　
基　
礎　
・　
応　
用　

)

技
術
基
礎
研
修

資　
格　
取　
得　
対　
策　
研　
修

先　

 

端　

 

技　

 

術　

 

研　

 

修
・　
Ａ　
Ｉ　
リ　
テ　
ラ　
シ　
ー　
研　
修

新　
任　
管　
理　
者　
研　
修

チ 
ー 
ム 
リ 

ー 

ダ 

ー 

研 

修 

・ 

キ 

ャ 

リ 

ア 

サ 

ポ 

ー 

タ 

ー 

研 

修

 
ト  

レ  

ー  

ナ  

ー  

研  

修  

・  

マ  

ネ  

ー  

ジ  

ャ  

ー  

研  

修

女 

性 

活 

躍 

推 

進 

研 

修

内　
観　
研　
修

コ  

ン  

プ  

ラ  
イ  
ア  

ン  

ス  

研  

修  

・  

情  

報  

セ  

キ  

ュ  

リ  

テ  

ィ  

ー  

研  

修

コミュニケーション学習

ロジカルシンキング学習

新入社員

1年目～3年目

メンター育成3年目～5年目

初級管理職層向け研修

問題発見＆解決力

チームビルディング

プレゼンテーション

タスクマネジメント

中級管理職層向け研修

組織構築力

調整交渉力

指導育成力

ファシリテーション

プロセスマネジメント

上級管理職層向け研修

戦略経営力

発想展開力

組織運営力

人間可能力開発

30歳代～40歳代

40歳代以降
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ｂ．人材の育成
教育体系及びキャリアパスを定め、新入社員、若手、中堅、シニア向けと年代に合わせ

た研修を実施しております。また、専門技術研修のみならず、マネージャーやリーダー向
けのマネジメント研修にも力を入れております。
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ESS
①キャリア目標を設定する

エンジニア
サポートシステム

②キャリア開発計画を立てる

③キャリア開発面談

⑥自己理解

⑤キャリア開発結果をレビューする

④キャリア開発に取り組む
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ｃ．社内環境整備
入社時からエンジニアの継続的なキャリア形成を支援しています。システムには社員一

人ひとりの業務経歴、専門技術、スキル、資格などが登録でき、目指すエンジニア像を入
力すると、そのキャリアに必要な能力や知識が提示されます。社内のキャリアサポーター
がアドバイスを実施し、スキル、モチベーション、生活面とトータルにサポートしていま
す。この一連のシステムがESS（エンジニアサポートシステム）です。
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イ．指標及び目標
分
類 指標 2025年12月期

実績 前期比 2026年12月期
目標

採
用

新入社員採用（技術者） 332人 ＋115人 350人

中途社員採用 116人 ＋17人 125人

社
員

技術社員数 4,766人 ＋202人 （注）１

60歳以上技術者数 99人 ＋17人 （注）１

外国籍社員数（連結）（注）２ 529人 ＋22人 （注）１

社員に占める外国籍社員の割合（連結）（注）２ 8.9％ ＋0.3ppt （注）１

管理職に占める中途採用者の割合 30.8％ △5.2ppt （注）１

定年延長再雇用者数 98人 ＋7人 （注）１

教
育

会社が企画実行する研修講座数 1,047講座 △46講座 1,000講座

エンジニアが自主的に企画実行した勉強会の回数 2,793回 ＋352回 3,000回

健
康

ストレスチェックの受検率 99.9％ ＋0.3ppt 100.0％

定期健康診断の受診率 100.0％ ±0.0ppt 100.0％

（注）１．目標は定めておりません。
２．該当項目の連結には海外現地法人の社員は含んでおりません。
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⑹ 主要な事業内容（2025年12月31日現在）
区 分 事 業 内 容

アウトソーシング
サ ー ビ ス 事 業

機械･電気･情報処理設計等の設計技術者の派遣並びに技術プロジェクトの受託
ＣＡＤオペレーション、オフィスサポート等の人材派遣並びに受託
農業、介護分野の派遣・請負事業

グ ロ ー バ ル 事 業 プラント設備、機械・設備機器等の設計・製作・据付及びメンテナンス並びに人材
サービス

そ の 他 サービス付き高齢者向け住宅の運営

⑺ 主要な事業所及び工場（2025年12月31日現在）
① 当社の主な事業所

本 社 横浜市西区

アルプス技研第１ビル 事務管理・総合研修センター（相模原市緑区）

アルプス技研第２ビル 研修センター（相模原市緑区）

事 業 部 北日本事業部（仙台市太白区）

北関東事業部（さいたま市大宮区）

南関東事業部（東京都千代田区）

中日本事業部（名古屋市中村区）

西日本事業部（大阪市中央区）

工 場 蓼科テクノパーク（長野県茅野市）

宇都宮テクノパーク（栃木県矢板市）

② 重要な子会社の主な事業所
前記「⑶重要な親会社及び子会社の状況 ②子会社の状況」に記載のとおりであります。
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⑻ 使用人の状況（2025年12月31日現在）
① 企業集団の使用人の状況

事 業 区 分 使 用 人 数

アウトソーシングサービス事業 5,901名 [ 344名]

グローバル事業 364名 [ −名]

合計 6,265名 [ 344名]

（注）使用人数は、就業人員であり、臨時雇用者数は［ ］内に年間の平均人員を外数で記載しております。

② 当社の使用人の状況
使 用 人 数 前 事 業 年 度 末 比 増 減 平 均 年 齢 平 均 勤 続 年 数

4,909名［ 193名］ 197名 ［31名増］ 35.7歳 9.9年

（注）使用人数は、就業人員であり、臨時雇用者数は［ ］内に年間の平均人員を外数で記載しております。

⑼ 借入先の状況（2025年12月31日現在）
① 当社の借入先の状況
借 入 先 借 入 額

千円
株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 100,000

株 式 会 社 三 井 住 友 銀 行 100,000

② 子会社の借入先の状況
借 入 先 借 入 額

千円
株 式 会 社 八 十 二 銀 行 10,734

（注）株式会社八十二銀行は、2026年１月１日付で合併し、株式会社八十二長野銀行となっております。

⑽ その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。
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２．株式の状況（2025年12月31日現在）
⑴ 発行可能株式総数 42,900,000株
⑵ 発行済株式の総数 20,746,675株
⑶ 株主数 25,404名
⑷ 大株主の状況（上位10名）

株主名 持株数 持株比率
株 ％

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 2,331,600 11.88

アルプス技研従業員持株会 2,110,731 10.75

公益財団法人とかち財団 748,000 3.81

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK FUND 616,796 3.14

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 593,800 3.02

株式会社横浜銀行 580,707 2.96

株式会社東邦銀行 471,629 2.40
野村信託銀行株式会社（投信口） 437,300 2.22
STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
505044 328,200 1.67

JP MORGAN CHASE BANK 385781 251,800 1.28

（注）１．当社は、自己株式を1,129,747株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。また、表示単位未満を切り捨てて表示しておりま

す。
⑸ 当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況

当事業年度中に交付した株式報酬の内容は次のとおりです。
当社は、当社の取締役（社外取締役を除く）に対して、株式保有を通じて株主との価値共有

を高めることにより、企業価値の持続的な向上を図ることを目的に、譲渡制限付株式報酬制度
を導入しております。

・取締役に交付した株式の合計
対 象 者 株 式 数 交付対象者数

取締役（社外取締役を除く） 9,000
株

４
名
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３．新株予約権等の状況
⑴ 当社役員が保有している職務執行の対価として交付された新株予約権の状況

該当事項はありません。
⑵ 当事業年度中に職務執行の対価として使用人等に交付した新株予約権の状況

該当事項はありません。
⑶ その他新株予約権に関する重要な事項

該当事項はありません。

４．会社役員の状況
⑴ 取締役及び監査役の状況（2025年12月31日現在）
会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代 表 取 締 役 会 長 渡 邉 信 之
㈱アルプスアグリキャリア取締役会長
ALPSGIKEN TAIWAN CO.,LTD. 董事長
ALTECH SHANGHAI CO.,LTD.（CHINA） 董事長

代 表 取 締 役 社 長 須 藤 泰 志 ㈱DONKEY代表取締役社長
㈱デジタル・スパイス取締役会長

取 締 役 太 田 秀 幸 ㈱アルプスケアハート代表取締役社長

取 締 役 松 本 喜 代 一 人事部長

取 締 役 相 談 役 今 村 篤

取 締 役 野 坂 英 吾 ㈱トレジャー・ファクトリー代表取締役社長

取 締 役 呉 雅 俊 ㈱TNPパートナーズ代表取締役社長

取 締 役 四 條 た か 子

常 勤 監 査 役 牧 野 眞

監 査 役 賀 谷 浩 志 賀谷浩志公認会計士事務所代表
㈱菱友システムズ取締役監査等委員

監 査 役 加 藤 勝 男

（注）１．取締役野坂英吾氏、呉雅俊氏及び四條たか子氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役でありま
す。

２．監査役賀谷浩志氏及び加藤勝男氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。なお、賀
谷浩志氏は財務及び会計に関する専門的な知見を有しております。

３．当社は、取締役野坂英吾氏、呉雅俊氏、四條たか子氏及び監査役賀谷浩志氏を東京証券取引所の定め
に基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。
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⑵ 責任限定契約の内容の概要
当社と各社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423

条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の
限度額は、法令が規定する額を限度としております。

⑶ 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、保険会社との間で、当社及び子会社の取締役、監査役、執行役員及び部長職相当以上

の管理職従業員を被保険者として会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約
を締結しております。
保険料は全額当社が負担しており、被保険者の実質的な保険料負担はありません。当該保険契

約では、被保険者である役員等がその職務の執行に関し責任を負うこと、または、当該責任の追
及に係る請求を受けることによって生ずることのある損害について填補することとされていま
す。ただし、法令違反の行為であることを認識して行った行為に起因して生じた損害は填補され
ないなど、一定の免責事由があります。

⑷ 取締役及び監査役の報酬等
区 分 支 給 人 員 支 給 額

取 締 役
（ う ち 社 外 取 締 役 ）

名 百万円
９

（３）
137
（７）

監 査 役
（ う ち 社 外 監 査 役 ）

３
（２）

13
（６）

合 計 12 150
なお、上記報酬は、以下注記に記載の基本方針の範囲内であることを指名・報酬委員会の答申

を踏まえた取締役会にて決議しております。

（注）１．取締役の報酬限度額は、2018年３月28日開催の第37回定時株主総会において、譲渡制限付株式報酬
制度導入に伴い、取締役の報酬総額３億円以内の枠内で、固定報酬２億円以内、業績連動報酬50百万
円以内、株式報酬支給のため付与する金銭報酬債権の額を50百万円以内とすることについて決議いた
だきました。なお、当該決議に係る取締役の員数は、9名となります。当社取締役の報酬は、固定報
酬と業績連動報酬及び株式報酬で構成され、その割合は３:１:１としております。監査役の報酬は固
定報酬としております。取締役の固定報酬は取締役会で決議された「基本方針」に定める役職区分に
応じた報酬額とし、取締役の業績連動報酬は毎年３月の取締役会で算出基準を定め、翌年３月に業績
に基づいて算出した額を業績連動報酬としております。なお、取締役の報酬は取締役会（指名・報酬
委員会の答申を踏まえて実施）で、監査役の報酬は監査役会で決議の上、支給しております。なお、
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社外取締役は独立性・客観性を保つ観点から、業績に左右されない固定報酬としております。
⑴ 業績連動報酬

取締役の業績連動報酬は、連結実績確定後、企業業績に関わる重要な指標であるという観点から
「親会社株主に帰属する当期純利益」の実績に応じて算出した支給率を各取締役の月額報酬に乗
じた額を業績連動報酬として支給しております。具体的には、中期経営計画の当該年度の「親会
社株主に帰属する当期純利益」を達成目標とし、達成した場合は支給率4.0（月数）とし、目標
未達の場合は段階的に支給率を減少させ、赤字では無支給とします。なお、上記取締役報酬の総
額には、当事業年度に係る業績連動報酬24百万円（中期経営計画の「親会社株主に帰属する当期
純利益」達成のため支給率4.0として計算した額）が含まれております。

⑵ 譲渡制限付株式報酬
対象取締役に対して、原則として毎事業年度、当社の普通株式を付与するための金銭報酬債権の
額を年額50百万円以内とし、本株式報酬の具体的な支給時期及び支給額については、取締役会
（指名・報酬委員会の答申を踏まえて実施）にて決定いたします。なお、上記取締役報酬の総額
には、当事業年度に係る譲渡制限付株式報酬費用計上額（対象取締役６名）24百万円が含まれて
おります。

２．監査役の報酬限度額は、2006年３月24日開催の第25回定時株主総会において、年額30百万円以内
と決議いただきました。なお、当該決議に係る監査役の員数は、３名となります。

３．取締役の支給人員には、2025年３月26日開催の定時株主総会終結の時をもって、任期満了により退
任した取締役１名を含んでおります。
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⑸ 社外役員に関する事項
① 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係

会社における地位 氏 名 重 要 な 兼 職 状 況 当 社 と の 関 係

社 外 取 締 役 野 坂 英 吾 ㈱トレジャー・ファクトリー
代表取締役社長 特別の利害関係はありません。

社 外 取 締 役 呉 雅 俊 ㈱TNPパートナーズ
代表取締役社長 特別の利害関係はありません。

社 外 取 締 役 四 條 たか子 − −

社 外 監 査 役 賀 谷 浩 志
賀谷浩志公認会計士事務所代表
㈱菱友システムズ
取締役監査等委員

特別の利害関係はありません。

社 外 監 査 役 加 藤 勝 男 − −

② 当事業年度における主な活動状況
氏名 出席状況 主な活動状況

野 坂 英 吾
（ 社 外 取 締 役 ）

取 締 役 会
100.0%

当事業年度に開催された取締役会10回すべて出席いたしました。
企業経営者としての豊かな経験と高い見識を有しており、独立役員
として取締役会の意思決定にあたり、妥当性・適正性を確保するた
めの適切な助言・提言を行っております。

呉 雅 俊
（ 社 外 取 締 役 ）

取 締 役 会
100.0%

当事業年度に開催された取締役会10回すべて出席いたしました。
企業経営者としての豊かな経験と高い見識を有しており、独立役員
として取締役会の意思決定にあたり、妥当性・適正性を確保するた
めの適切な助言・提言を行っております。

四 條 たか子
（ 社 外 取 締 役 ）

取 締 役 会
100.0%

当事業年度に開催された取締役会10回すべて出席いたしました。
長年の執筆活動をとおして多角的な視点を有しており、独立役員と
して取締役会の意思決定にあたり、妥当性・適正性を確保するため
の適切な助言・提言を行っております。

賀 谷 浩 志
（ 社 外 監 査 役 ）

取 締 役 会
100.0%

監 査 役 会
100.0%

当事業年度に開催された取締役会10回すべて出席いたしました。
財務及び会計に関する専門的な知見を有し、独立役員として、取締
役会において意思決定の妥当性・適正性を確保するための適切な助
言、提言を行っております。また、監査役会については８回すべて
出席し、議案審議等に必要な発言を適宜行っております。

加 藤 勝 男
（ 社 外 監 査 役 ）

取 締 役 会
100.0%

監 査 役 会
100.0%

当事業年度に開催された取締役会10回すべて出席いたしました。
金融機関等における長年の経験及び見識を有しており、取締役会の
意思決定にあたり、妥当性・適正性を確保するための適切な助言・
提言を行っております。また、監査役会については８回すべて出席
し、議案審議等に必要な発言を適宜行っております。
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５．会計監査人の状況
⑴ 名称 有限責任監査法人トーマツ
⑵ 報酬等の額

支 払 額
百万円

当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 44

当社及び子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の
利益の合計額 44

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の
監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会計監
査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は、会計監査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積りの算出根拠など
が適切であるかどうかについて必要な検証を行った上で、会計監査人の報酬等の額について同意の判
断をいたしました。

⑶ 会計監査人の解任又は不再任の決定方針
監査役会は、会社法第340条第１項各号に該当すると認められる場合又は会計監査人の職務の

執行に支障がある場合等、会計監査人の解任又は不再任に関する株主総会の議案の内容を決定い
たします。
監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に該当すると認められる場合は、監査役

全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。
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６．業務の適正を確保するための体制
当社及び子会社（以下「当社グループ」という。）は、コンプライアンスの実効性を確保するた

めに制定した「アルプス技研 企業倫理憲章」を規範として、役員及び使用人は社会的・倫理的責
任を自覚し、法令・定款及び具体的な指針である行動規範大綱を遵守する。なお、当社取締役会
は、内部統制の実施状況を監督するとともに、「企業集団の業務の適正を確保する体制」を整備す
るために、内部統制委員会を設置し、内部統制基本方針について不断の見直しによって改善・充
実を図り、効率的で適正な業務執行体制の整備に努める。
また、金融商品取引法に基づく財務報告に係る内部統制システムの信頼性の確保について適切

に取組むものとする。
⑴ 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
① 取締役会その他重要な会議の意思決定に関する情報、取締役の決裁する情報並びに財務・コ
ンプライアンス・リスク管理に関する情報を記録・保存・管理し、取締役及び監査役等必要な
関係者が閲覧できる体制の整備に努める。

② 法令及び文書取扱規程等に基づき、各々の担当職務執行に係る情報を文書又は電磁的媒体に
記録したうえ、適切に保存し管理する。

⑵ 当社及び子会社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① 当社は、リスク管理規程を定め、リスク管理委員会を設置し、当社グループの業績・財務状
況に影響を及ぼすリスクの適切な管理を行い、定期的に取締役会に報告する。なお、リスク管
理規程をグループ共通の規程とし、リスク管理の意識及び実効性の向上に努める。

② リスクを主管する当社グループの各部署の責任者は、業績・財務状況に影響を及ぼすおそれ
のあるリスクが認められた場合は、速やかにリスク管理委員会委員長に報告するとともに、分
析・評価・ヘッジ等の対策を行い、当社はグループのリスク管理を統括管理する。

③ 当社の経営危機管理規程に定める、グループ経営に重大な影響を及ぼす事態が発生したと
き、又は発生のおそれが予想される場合には、当社代表取締役社長を本部長とした対策本部を
設置する。

⑶ 当社及び子会社の取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社は、定例の取締役会及び必要に応じて臨時取締役会を開催し、重要事項の決定並びに取
締役の業務執行状況の監督等を行う。
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② 当社グループは取締役会規程、職務権限規程、業務分掌等の規程を整備し、組織の役割、権
限・責任の明確化を図り、業務の効率化に努める。

③ 関係会社管理規程に基づいて、子会社の重要な職務執行について当社取締役会の事前承認を
必要とし、責任と権限の明確化を図る。

④ 当社グループの企業理念、経営計画、事業運営状況等の経営情報を適切に開示するため、デ
ィスクロージャー委員会を設置し、開示の透明性・公平性に努める。

⑤ 稟議書・勤怠管理等ITシステムを積極的に活用し、業務の効率化・情報の共有化等を推進す
る。

⑷ 当社及び子会社の取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するた
めの体制
① 当社は、グループ全体へのコンプライアンス活動の推進及びグループに係る諸問題に対し早
期対応策・事前防止策を図るため、コンプライアンス委員会を設置しており、法令遵守・企業
倫理の意識をグループ全体に浸透させることを目的にコンプライアンス教育をグループ各社に
拡大し、行動規範ケースブックを全員に配布する。

② 当社グループの取締役は、職務が法令及び定款に適合することを遵守することを誓約するた
め、就任時に誓約書を当社の代表取締役社長宛に提出する。

③ 業務部門から独立した監査室は、監査役と連携を図り、定期的に子会社を含めたグループ全
体の内部監査を実施し、その結果を被監査部門にフィードバックするとともに代表取締役社長
及び監査役へ報告する。また、取締役会及び監査役会へ定期的に報告する。

④ 法令及び倫理上疑義がある行為等について、当社グループの取締役及び使用人が直接情報提
供を行う手段として、社内窓口及び外部専門機関の「ヘルプネット・社外窓口」を設置してい
る。なお、通報者の希望により匿名性を保証するとともに通報者に不利益がないことを確保す
る体制を整備する。

⑤ 海外の子会社については、当該国の法令等を遵守するとともに、可能な範囲で本基本方針に
準じた体制を整備する。

⑸ 当該株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するた
めの体制
① 当社取締役、常勤監査役及びグループ会社の代表取締役等を構成メンバーとしたグループ連
絡会議を定期的に開催し、グループ各社の年度計画の策定・進捗状況の報告を行い、グループ
の迅速な意思決定と適正な業務執行の確保に努める。
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② 当社はグループ会社の経営の自立を図るため、収益力の強化・事業の拡大を推進し、事業内
容の定期的な報告を受け重要案件についての事前承認を行う。

③ グループ会社は内部統制を担当する部署を定め、当社と連携して内部統制システムの構築及
び実効性を図り、当社はグループ会社の経営の企業活動におけるリスク管理体制を確立する。

④ 監査役、会計監査人及び監査室は連携し、企業集団の連結経営の有効性、効率性等を確保す
るための監査体制を維持する。

⑤ 当社が定める関係会社管理規程に基づいて、子会社の経営成績、財務状況その他の情報につ
いて、当社へ定期的に報告する体制及び、重要な事象が発生した場合には、当社に報告する体
制を構築する。

⑹ 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人の独立性及
び当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
監査役の職務を補助すべき使用人として、必要に応じ監査役の業務補助のため監査役スタッフ

を置くことができるものとし、配置する場合は、当該使用人の独立性を確保するため、監査役が
指示した補助業務については取締役の指揮命令権は及ばないものとするとともに、任命、人事異
動等人事権に関する事項の決定について、監査役会の事前の同意を得るものとする。

⑺ 当社グループの取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制その他の監査役への報告に
関する体制
① 取締役は、取締役会等の重要な会議において随時その担当する業務の執行状況の報告を行
う。

② 当社グループの取締役及び使用人は、当社監査役から業務執行に関して、報告を求められた
ときは、速やかに適切な報告を行う。

③ 当社グループの取締役及び使用人は、法令等の違反行為等、当社又は当社の子会社に著しい
損害を及ぼすおそれのある事実については、これを発見次第、直ちに当社の監査役又は監査役
会に対して報告を行う。

④ 当社監査室、総務部、経営企画部は、定期的に当社監査役に対する報告を実施し、当社グル
ープにおける内部監査、コンプライアンス、リスク管理等の現状を報告する。

⑤ 当社の内部通報制度の担当部署である総務部は、当社グループの取締役及び使用人からの内
部通報の状況について、定期的に当社監査役へ報告する。
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⑻ 監査役へ報告した者が当該報告したことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保する
ための体制
① 当社は、当社グループの監査役へ報告を行った取締役及び使用人に対し、当該報告をしたこ
とを理由として不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を当社グループへ周知徹底を図る。

② 通報制度において、当社グループの取締役及び使用人が当社監査役に対して直接通報を行う
ことができることを定めるとともに、当該通報したことによる不利益な取扱いの禁止を明記す
る。

⑼ その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査役は、代表取締役社長と定例的に会合を持ち、監査上の重要課題等について意見交換を
行う。

② 監査役は、取締役会及び重要な会議等に出席する。また、稟議書等に関する重要な文書を閲
覧し、必要に応じて取締役又は使用人にその説明を求める。

③ 監査役は、会計監査人から会計監査内容について報告を受けるとともに、子会社監査役との
定期的な情報交換などの連携を図る。

④ 当社は、監査役の職務執行に見込まれる予算を毎期計上し、また、職務執行で生ずる費用の
前払い又は支出した費用の弁済処理を速やかに処理する。

⑽ 財務報告の信頼性を確保するための体制
当社グループは、金融商品取引法その他関係法令に基づき、内部統制が有効かつ適切に行われ

る体制整備及び運用する体制を構築し、会計監査人との連携を図り、財務報告の信頼性を確保す
る。

⑾ 反社会的勢力排除に向けた体制
① 当社グループは、社会秩序や健全な企業活動を阻害する反社会的勢力及びその団体、個人に
は毅然たる態度で臨み、一切の関係を遮断し、反社会的勢力からの不当要求には一切応じない
ものとする。

② 警察、弁護士等の外部専門機関と緊密に連携し組織的対応を図る。

2026年03月11日 14時21分 $FOLDER; 27ページ （Tess 1.50(64) 20251126_01）



― 28 ―

７．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社及び子会社（以下「当社グループ」という。）は、コンプライアンスの実効性を確保するた

めに制定した「アルプス技研 企業倫理憲章」を規範として、役員及び使用人は社会的・倫理的責
任を自覚し、法令・定款及び具体的な指針である「行動規範大綱」を遵守します。なお、当社取
締役会は、内部統制の実施状況を監督するとともに、効率的で適正な業務執行体制の整備に努め
ております。
なお、当社における「業務の適正を確保するための体制の運用状況」の概要は以下のとおりで

あります。
⑴ 取締役の職務執行の適正及び効率性を確保するための体制

当社の取締役会は、社外取締役を含む取締役と社外監査役を含む監査役で構成され、経営の基
本方針、法令で定められた事項やその他経営に関する重要事項を十分に議論したうえで決定し、
取締役の業務の執行状況の監督を行っております。
また、当社グループのコンプライアンス活動の推進及び業績・財務状況に影響を及ぼすリスク

の適切な管理等を行うため委員会を設置しており、同委員会の活動状況について、取締役会に報
告されております。

⑵ 企業集団の業務の適正を確保するための体制
グループ会社の迅速な意思決定と適正な業務を確保するためグループ連絡会議を定期的に開催

し、必要に応じて助言・指導を行い、適切なグループ経営に努めております。また、関係会社管
理規程に基づき、業績・財務状況等重要な事項について、当社に報告されております。

⑶ 監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
監査役は、代表取締役と定期的に会合を持ち、会計監査人から会計監査内容の報告を受けると

ともに、子会社監査役との定期的な情報交換などの連携を図り、監査上の重要課題について意見
交換を行い、監査役監査の実効性の確保に努めております。
また、当社グループの取締役及び使用人は当社監査役から業務執行に関して、報告を求められ

たときは、速やかに適切な報告を行っております。
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８．会社の支配に関する基本方針
当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針は、次のとおりであ

ります。
当社は、2025年２月13日開催の当社取締役会において、当社の財務及び事業の方針の決定を支

配する者の在り方に関する基本方針（会社法施行規則第118条第３号に規定されるものをいい、
以下「基本方針」といいます。）の継続を決定し、2025年３月26日開催の当社第44回定時株主総
会において、当社の企業価値の向上、株主共同の利益確保・向上のための取組みとして、当社株
式の大量取得行為に関する対応策（買収防衛策）（以下「本プラン」といいます。）を継続するこ
とについて、株主の皆様のご承認をいただきました。
⑴ 基本方針の内容

当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、当社の企業価値の源泉を理解し、
技術者派遣企業として成長を継続し、企業価値ひいては株主共同の利益を安定的に確保し、向上
させていくことが必要であると考えております。当社は、株式の大量買付であっても、当社の企
業価値・株主共同の利益に資するものであれば、これを一概に否定するものではありません。
当社の株主の在り方について、当社は、公開会社として株主の皆様が所有する当社株式は市場

での自由な取引を通じて決まるものと考えております。従って、会社の支配権の移転を伴う買付
提案に応じるかどうかの判断も、最終的には株主の皆様の意思に基づき行われるものと考えてお
ります。
しかし、株式の大量取得行為や買付提案の中には、買付の目的や買付後の経営方針等に鑑み企

業価値ひいては株主共同の利益に対する明白な侵害をもたらすおそれのあるもの、買付に対する
代替案を提示するために合理的に必要とする期間を与えることなく行われるもの、当社の持続的
な企業価値増大のために必要不可欠な従業員、顧客などの利害関係者との関係を破壊し、当社の
企業価値ひいては株主共同の利益に反する重大なおそれをもたらすもの等が想定されます。
このような大量取得行為や買付提案を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する

者として適当でないと考え、当社は本プランを導入し、当社の企業価値・株主共同の利益を確保
するものであります。

⑵ 基本方針の実現に資する取組み
① 企業価値向上のための取組み

当社は、1968年の創業以来、社会や企業の発展も技術開発も、人と人との心のつながりが
基本であるとの意味をこめた「Heart to Heart」の経営理念に基づいて、製品の開発・設計
分野において優れた技術力の提供とソリューションの提案によって高い付加価値を生み出し、
製造業のイコールパートナーを目指し日本の製造業の発展を支える技術者派遣企業として成長
してまいりました。
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当社グループは、2023年７月に新たな５ヵ年計画として「技術を活用し共創社会のパート
ナーへ挑戦」をテーマに掲げております。具体的には、技術系アウトソーシング事業の新領
域への挑戦、新たな収益の柱を創る、持続可能で豊かな社会の創生へ貢献、デジタル化で
多様な人材が活躍する組織・風土の醸成に資する取組みを、着実に実行してまいります。

ア．「技術を活用し共創社会のパートナーへ挑戦」に関する取組み
・ 技術系アウトソーシング事業の新領域への挑戦

AI・ロボティクスなど先端技術の発展を契機として、技術者が身に着けるべき技術スキル
が変化します。また、技術者が活躍できる業務領域も変化していきます。当社グループは、
創業以来培ってきた育成ノウハウを活用し、常に最先端の技術を身に着けた技術者を育成し
てまいります。さらに、その身に着けた技術を活用し、既存の枠に捉われない新たな業務領
域へ挑戦してまいります。先端技術の発展により生まれる新たな製品・サービスや、社会変
化によって新たに技術が必要となる業種や事業へ先手を打って挑戦してまいります。

・ 新たな収益の柱を創る
社会的課題を解決すべく進出した農業・介護事業は、当社グループが培ってきた人材サー

ビスのノウハウや技術力を活かし、育ててまいりました。今後は一層、テクノロジーとの融
合を強化し、事業の拡大と収益力の向上に取組んでまいります。ものづくり事業は、高成長
が期待できる医療・宇宙・農業・環境分野を中心に、付加価値の高い製品をつくり、事業規
模の拡大を目指してまいります。グローバル事業は、人材サービスの領域・地域を広げ、現
地で新たな事業創出に取組んでまいります。これら農業・介護・ものづくり・グローバル事
業を技術系アウトソーシング事業に続く新たな収益の柱となるよう挑んでまいります。

・ 持続可能で豊かな社会の創生へ貢献
一人ひとりが生き甲斐や遣り甲斐のある心豊かな生活を送ることが出来る未来型ケアハウ

スや、地域が持つ資源に付加価値を与え産地と消費地をつなぐサプライチェーンの構築を実
現してまいります。さらに、これまで積み重ねてきた技術力と育んできた人間力を活かし、
起業家精神のもと新規事業を創出することで、地方創生に貢献してまいります。

・ デジタル化で多様な人材が活躍する組織・風土の醸成
デジタル化した経営資源、構築したプラットフォームを活用し、業務効率化を進め、業務

プロセスおよびビジネスモデルの変革に挑戦してまいります。社員一人ひとりが働く環境、
成長できる環境、挑戦できる環境を充実させ、エンゲージメントの高い多様な人材が活躍す
る風土を醸成してまいります。
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イ．コーポレート・ガバナンスの強化による企業価値・株主共同の利益向上への取組み
当社は、広く社会から期待される企業となるべくコーポレート・ガバナンスの充実を経営

の最重要課題の一つとして位置づけております。このため、取締役会の運営においては、社
外取締役を選任し経営の透明性・公正性及び効率性を確保することを基本としております。
当社は監査役会設置会社として、独立性の高い社外監査役を含めた監査役の監査により経

営の実効性を高め、取締役会の意思決定の監視・監督機能の強化を図っております。
また、リスク管理や内部統制システムの整備等を通じ内部管理体制の強化に努め、企業倫

理憲章及び行動規範大綱に基づいた健全な企業活動を推進し、ガバナンスの充実を図ってお
ります。
当社は、企業価値・株主共同の利益の向上を図るための取組みとして、株主の皆様に対す

る経営陣の責任を明確にするため、取締役の任期を１年としております。
以上のような諸施策を実行し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益の確保・向上に努

めております。

② 基本方針に照らして、不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されるこ
とを防止するための取組み
当社は、2025年３月26日開催の第44回定時株主総会において、株主の皆様のご承認を得

て、本プランを継続いたしました。
具体的には、当社の発行済株式総数の20%以上となる株式の買付または公開買付を実施しよ

うとする買付者には、必要な情報を事前に当社取締役会に提出していただきます。当社取締役
会の決議により設置する独立委員会は、外部専門家等の助言を得て、買付内容の評価・検討、
株主の皆様への情報開示と取締役会が提案した代替案の開示・検証、必要に応じて買付者との
交渉等を行います。買付者が本プランの手続きを遵守しない場合や、当社の企業価値・株主共
同の利益を侵害する買付であると独立委員会が判断した場合は、対抗措置の発動（買付者等に
よる権利行使は認められないとの行使条件を付した新株予約権の無償割当ての実施）を取締役
会に勧告いたします。また、独立委員会は新株予約権の無償割当てを実施することについて、
株主意思を確認することが相当であると判断した場合は、当社取締役会に対して株主総会を招
集し、新株予約権無償割当ての実施に関する議案の付議を勧告することができるものといたし
ます。
なお、独立委員会が対抗策の発動について、相当でないと判断した場合は、取締役会に対し

て、不発動の勧告をいたします。
当社取締役会は、独立委員会の勧告を最大限尊重して新株予約権の無償割当ての実施または
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不実施の決議を行うものとします。なお、独立委員会から、株主総会を招集し、新株予約権の
無償割当ての実施に関する議案を付議する旨の勧告がなされた場合には、当社取締役会は、株
主総会の開催が著しく困難な場合を除き、実務上可能な限り最短の期間で株主総会を開催でき
るように、速やかに株主総会を招集し、新株予約権の無償割当ての実施に関する議案を付議
し、株主の皆様の意思を確認するものといたします。
当社取締役会は、上記決議を行った場合、速やかに当該決議の内容その他の事項について、

情報開示を行います。
本プランが発動されることとなった場合、当社は買付者による権利行使は認められないとの

行使条件及び当社が当該買付者以外の者から１株以下で当社取締役会が別途定める数の当社株
式と引き換えに本新株予約権１個を取得する旨の取得条項が付された本新株予約権をその時点
の全ての株主の皆様に対して無償割当ていたします。

⑶ 当社の導入した買収防衛策は、基本方針に沿うものであり、当社の企業価値または株主共同の
利益を損なうものでなく、当社役員の地位の維持を目的とするものでないこと
当社取締役会は、以下の理由から、本プランが当社の企業価値・株主共同の利益を損なうもの

ではなく、かつ、当社経営陣の地位の維持を目的とするものではないと判断しております。
① 株主意思の反映

本プランは、2025年３月26日開催の当社第44回定時株主総会において承認されておりま
す。また、本プランの有効期間（３年）満了前であっても、当社取締役会の決議によって本プ
ランを廃止することができます。当社取締役の任期は１年とされていることから、取締役の選
任議案を通じても、１年ごとに株主の皆様のご意思が反映されます。

② 独立性の高い社外監査役及び有識者の判断の重視
当社の取締役会を監督する立場にある社外監査役及び有識者を含めて独立委員会を構成する

ことにより、当社の経営陣の恣意的判断を排し、その客観性、合理性を担保すると同時に独立
委員会は当社の実情を把握し当社の企業価値・株主共同の利益に及ぼす影響を適切に判断でき
ると考えております。

③ 本プラン発動のための合理的な客観的要件の設定
本プランは、あらかじめ定められた合理的な客観的要件が充足されなければ、発動されない

ように設定されております。当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者は、企業
価値の源泉を理解し、技術者派遣企業として成長を継続し、企業価値ひいては株主共同の利益
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を安定的に確保し、向上させていくことが必要と考えておりますが、これらの客観的要件は、
当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として適当でないとされる場合と内容を一致さ
せております。これにより、当社の取締役の地位の維持を目的とするものではありません。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2025年12月31日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産

現 金 及 び 預 金

受取手形、売掛金及び契約資産

商 品 及 び 製 品

仕 掛 品

原 材 料 及 び 貯 蔵 品

そ の 他

固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

建 物 及 び 構 築 物

機 械 装 置 及 び 運 搬 具

土 地

そ の 他

無 形 固 定 資 産

の れ ん

そ の 他

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券

関 係 会 社 株 式

繰 延 税 金 資 産

そ の 他

22,789,427

14,118,668

7,277,930

27,231

250,413

285,985

829,199

6,521,662

3,880,003

1,873,007

47,965

1,809,311

149,718

194,544

64,068

130,475

2,447,114

1,234,842

59,638

753,479

399,153

流 動 負 債 8,470,861
買 掛 金 234,013
短 期 借 入 金 208,568
未 払 金 2,151,286
未 払 法 人 税 等 788,387
未 払 消 費 税 等 874,675
契 約 負 債 178,244
賞 与 引 当 金 1,931,803
役 員 賞 与 引 当 金 26,800
そ の 他 2,077,081

固 定 負 債 403,542
長 期 借 入 金 2,166
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 1,470
繰 延 税 金 負 債 20,559
退 職 給 付 に 係 る 負 債 143,516
そ の 他 235,831

負 債 合 計 8,874,404
純 資 産 の 部

株 主 資 本 19,353,287
資 本 金 2,347,163
資 本 剰 余 金 2,784,651
利 益 剰 余 金 16,013,458
自 己 株 式 △1,791,986

その他の包括利益累計額 1,021,306
その他有価証券評価差額金 648,900
為 替 換 算 調 整 勘 定 372,405

非 支 配 株 主 持 分 62,091
純 資 産 合 計 20,436,685

資 産 合 計 29,311,089 負 債 純 資 産 合 計 29,311,089
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連 結 損 益 計 算 書

（2025
2025

年
年

１
12

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 52,649,756
売 上 原 価 40,537,261

売 上 総 利 益 12,112,494
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 6,715,006

営 業 利 益 5,397,487
営 業 外 収 益

受 取 利 息 21,875
受 取 配 当 金 37,392
助 成 金 収 入 45,612
そ の 他 82,296 187,177

営 業 外 費 用
支 払 利 息 2,655
寄 付 金 1,215
株 式 報 酬 費 用 消 滅 損 7,066
投 資 事 業 組 合 運 用 損 2,993
為 替 差 損 11,221
そ の 他 16,125 41,279
経 常 利 益 5,543,385

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 1,570
投 資 有 価 証 券 売 却 益 83,798
寄 付 金 収 入 653 86,022

特 別 損 失
固 定 資 産 除 却 損 311
減 損 損 失 16,166 16,478

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 5,612,929
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,585,635
法 人 税 等 調 整 額 29,901 1,615,537
当 期 純 利 益 3,997,391
非 支 配 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 16,330
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る 当 期 純 利 益 3,981,061
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連結株主資本等変動計算書

（2025
2025

年
年

１
12

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計
当 期 首 残 高 2,347,163 2,811,011 15,478,458 △2,725,483 17,911,150
連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △1,895,980 △1,895,980
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,981,061 3,981,061

自 己 株 式 の 取 得 △674,920 △674,920
自 己 株 式 の 処 分 12,559 19,417 31,977
自 己 株 式 の 消 却 △1,589,000 1,589,000 −
利益剰余金から資本剰余金への振替 1,550,080 △1,550,080 −
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額）

連結会計年度中の変動額合計 − △26,359 535,000 933,496 1,442,137
当 期 末 残 高 2,347,163 2,784,651 16,013,458 △1,791,986 19,353,287

そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額
非 支 配
株 主 持 分 純 資 産 合 計その他有価証

券評価差額金
為 替 換 算
調 整 勘 定

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額 合 計

当 期 首 残 高 441,360 339,226 780,587 51,521 18,743,258
連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △1,895,980
親 会 社 株 主 に 帰 属 す る
当 期 純 利 益 3,981,061

自 己 株 式 の 取 得 △674,920
自 己 株 式 の 処 分 31,977
自 己 株 式 の 消 却 −
利益剰余金から資本剰余金への振替 −
株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額（純額） 207,540 33,178 240,718 10,570 251,289

連結会計年度中の変動額合計 207,540 33,178 240,718 10,570 1,693,427
当 期 末 残 高 648,900 372,405 1,021,306 62,091 20,436,685
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2026年２月16日

株式会社 アルプス技研
取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大 竹 貴 也
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 越 後 大 志

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、株式会社アルプス技研の2025年1月1日から2025年12月

31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算
書、連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、

株式会社アルプス技研及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況を、
全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準に

おける当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が
国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従っ
て、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査
法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示す

ることにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取
締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその

他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の

記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、
また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を

報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し

適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表
示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
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連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事
項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要な虚

偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に対する意
見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、連結
計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門

家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監
査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる
十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討
する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合
理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら
れるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において
連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事項が適切
でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監
査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続
できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計算書
類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監査
証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指揮、
監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を
行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講
じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容に
ついて報告を行う。
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。
以 上

2026年03月11日 14時21分 $FOLDER; 38ページ （Tess 1.50(64) 20251126_01）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

連
結
計
算
書
類

連
結
監
査
報
告

監
査
報
告

― 39 ―

連結計算書類に係る監査役会の監査報告
連結計算書類に係る監査報告書

当監査役会は、2025年１月１日から2025年12月31日までの第45期事業年度の連結計算書類
（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結計算書類作成のための基
本となる重要な事項及びその他の注記）に関して各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議
の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果に

ついて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求めました。
各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、連結計算書類について

取締役及び使用人等から報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人が
独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会
計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」(会社

計算規則第131条各号に掲げる事項)を「監査に関する品質管理基準」(企業会計審議会)等
に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る連結計算書類について検討いたしました。

２．監査の結果
会計監査人有限責任監査法人ト−マツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

2026年２月17日
株 式 会 社 ア ル プ ス 技 研 監 査 役 会

常 勤 監 査 役 牧 野 眞
監査役（ 社外監査役 ）賀 谷 浩 志
監査役（ 社外監査役 ）加 藤 勝 男
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貸 借 対 照 表
（2025年12月31日現在） （単位：千円）

資 産 の 部 負 債 の 部
科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 18,465,096 流 動 負 債 7,304,783
現 金 及 び 預 金 10,802,996 買 掛 金 642,008
電 子 記 録 債 権 13,389 短 期 借 入 金 200,000
売 掛 金 5,756,188 未 払 金 1,825,411
仕 掛 品 56,330 未 払 費 用 784,639
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 576 未 払 法 人 税 等 668,033
前 払 費 用 456,036 未 払 消 費 税 等 752,354
関 係 会 社 短 期 貸 付 金 2,084,250 預 り 金 829,195
そ の 他 26,260 契 約 負 債 1,725
貸 倒 引 当 金 △730,931 賞 与 引 当 金 1,575,695

固 定 資 産 6,448,276 役 員 賞 与 引 当 金 24,400
有 形 固 定 資 産 2,756,782 そ の 他 1,318
建 物 及 び 構 築 物 1,211,824 固 定 負 債 278,211
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 18,592 退 職 給 付 引 当 金 131,060
土 地 1,469,182 そ の 他 147,150
そ の 他 57,182 負 債 合 計 7,582,995

無 形 固 定 資 産 112,401 純 資 産 の 部
ソ フ ト ウ ェ ア 104,397 株 主 資 本 16,684,026
そ の 他 8,003 資 本 金 2,347,163

投 資 そ の 他 の 資 産 3,579,092 資 本 剰 余 金 2,784,651
投 資 有 価 証 券 1,222,793 資 本 準 備 金 2,784,651
関 係 会 社 株 式 953,750 利 益 剰 余 金 13,344,198
関 係 会 社 出 資 金 105,000 利 益 準 備 金 190,000
長 期 前 払 費 用 171,384 そ の 他 利 益 剰 余 金 13,154,198
敷 金 及 び 保 証 金 139,558 買 換 資 産 圧 縮 積 立 金 3,885
保 険 積 立 金 10,662 別 途 積 立 金 1,510,000
賃 貸 固 定 資 産 272,026 繰 越 利 益 剰 余 金 11,640,312
繰 延 税 金 資 産 699,416 自 己 株 式 △1,791,986
そ の 他 4,499 評 価 ・ 換 算 差 額 等 646,350

その他有価証券評価差額金 646,350
純 資 産 合 計 17,330,377

資 産 合 計 24,913,372 負 債 純 資 産 合 計 24,913,372
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損 益 計 算 書

（2025
2025

年
年

１
12

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 40,693,530
売 上 原 価 30,885,291

売 上 総 利 益 9,808,238
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 5,126,596

営 業 利 益 4,681,641
営 業 外 収 益

受 取 利 息 22,097
受 取 配 当 金 331,200
助 成 金 収 入 39,500
そ の 他 102,383 495,182

営 業 外 費 用
支 払 利 息 1,598
寄 付 金 16,480
関 係 会 社 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 350,818
為 替 差 損 11,408
そ の 他 44,379 424,684
経 常 利 益 4,752,139

特 別 利 益
固 定 資 産 売 却 益 1,463
投 資 有 価 証 券 売 却 益 83,798 85,262

税 引 前 当 期 純 利 益 4,837,401
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 1,341,910
法 人 税 等 調 整 額 △8,569 1,333,341
当 期 純 利 益 3,504,060
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株主資本等変動計算書

（2025
2025

年
年

１
12

月
月

１
31

日から
日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資本金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

資本準備金
その他
資 本
剰余金

資本剰余金
合 計

利 益
準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計買換資産圧縮

積 立 金
別 途
積立金

繰 越 利 益
剰 余 金

当 期 首 残 高 2,347,163 2,784,651 26,359 2,811,011 190,000 4,180 1,510,000 11,582,017 13,286,198
事業年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △1,895,980 △1,895,980
買 換 資 産 圧 縮
積 立 金 取 崩 額 △295 295 −
当 期 純 利 益 3,504,060 3,504,060
自己株式の取得
自己株式の処分 12,559 12,559
自己株式の消却 △1,589,000 △1,589,000 − −
利益剰余金から資本剰余金への振替 1,550,080 1,550,080 △1,550,080 △1,550,080
株主資本以外の
項目の事業年度中
の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 − − △26,359 △26,359 − △295 − 58,295 57,999
当 期 末 残 高 2,347,163 2,784,651 − 2,784,651 190,000 3,885 1,510,000 11,640,312 13,344,198

株 主 資 本 評 価 ・ 換 算 差 額 等
純 資 産 合 計自 己 株 式 株 主 資 本

合 計
その他有価証券
評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算
差 額 等 合 計

当 期 首 残 高 △2,725,483 15,718,889 439,315 439,315 16,158,205
事業年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △1,895,980 △1,895,980
買 換 資 産 圧 縮
積 立 金 取 崩 額 − −
当 期 純 利 益 3,504,060 3,504,060
自己株式の取得 △674,920 △674,920 △674,920
自己株式の処分 19,417 31,977 31,977
自己株式の消却 1,589,000 − −
利益剰余金から資本剰余金への振替 − −
株主資本以外の
項目の事業年度中
の変動額（純額）

207,035 207,035 207,035

事業年度中の変動額合計 933,496 965,136 207,035 207,035 1,172,171
当 期 末 残 高 △1,791,986 16,684,026 646,350 646,350 17,330,377
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
2026年２月16日

株式会社 アルプス技研
取締役会 御中

有限責任監査法人 トーマツ
東 京 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 大 竹 貴 也
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 越 後 大 志

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、株式会社アルプス技研の2025年1月1日から2025年12月

31日までの第45期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計方針及
びその他の注記並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、当該計

算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準における

当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業
倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含む。）に従って、会社から独立してお
り、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な
監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開示すること

にある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の
執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はその他の記載

内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他の記載内容

と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討すること、また、そのよう
な重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事実を報告す

ることが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正に表示するために経営
者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であるかどうか

を評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要
がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な虚偽表示が

ないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対する意見を表明すること
にある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計すると、計算書類等の利用者の意思決
定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的専門家とし

ての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した監査手続
を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎となる十分かつ適切
な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、リスク評
価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの合理性及
び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証拠に基づ
き、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認められるかどうか結
論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書において計算書類等の注記事項
に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対し
て除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づ
いているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠しているか
どうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等が基礎となる取引
や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部統制の
重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合
又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告
監 査 報 告 書

当監査役会は、2025年１月１日から2025年12月31日までの第45期事業年度の取締役の職務の
執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下
のとおり報告いたします。

１. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果につ
いて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、
必要に応じて説明を求めました。

(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従
い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の
整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しました。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況につい

て報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業
所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取
締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を
受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保する
ための体制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために
必要なものとして会社法施行規則第100条第1項及び第3項に定める体制の整備に関する取締
役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制(内部統制システム) について、取
締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて
説明を求め、意見を表明いたしました。

③ 事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第3号イの基本方針及び同号ロの各取組
み及び理由については、取締役会その他における審議の状況等を踏まえ、その内容について
検討を加えました。

④ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証す
るとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体
制」(会社計算規則第131条各号に掲げる事項)を「監査に関する品質管理基準」(企業会計審
議会)等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
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以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類(貸借対照表、
損益計算書、株主資本等変動計算書及び重要な会計方針及びその他の注記)及びその附属明細書に
ついて検討いたしました。

２. 監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているも
のと認めます。

② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認
められません。

③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部
統制システムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき
事項は認められません。

④ 事業報告に記載されている会社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関す
る基本方針については、指摘すべき事項は認められません。事業報告に記載されている会社
法施行規則第118条第３号ロの各取組みは、当該基本方針に沿ったものであり、当社の株主
共同の利益を損なうものではなく、かつ、当社の会社役員の地位の維持を目的とするもので
はないと認めます。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます

2026年２月17日

株 式 会 社 ア ル プ ス 技 研 監 査 役 会

常 勤 監 査 役 牧 野 眞
監査役（ 社外監査役 ）賀 谷 浩 志
監査役（ 社外監査役 ）加 藤 勝 男
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株主総会参考書類

第１号議案 剰余金処分の件
当社は、株主の皆様への利益還元を経営の重要課題の一つとして位置づけております。
剰余金処分につきましては、当連結会計年度の業績と安定的な配当の継続等を勘案いたしまして、

以下のとおりといたしたいと存じます。
期末配当に関する事項
⑴ 配当財産の種類

金銭
⑵ 配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株につき金61円 配当総額は1,196,632,608円
なお、中間配当金として47円をお支払しておりますので、当期の年間配当金は１株当たり

108円となります。
⑶ 剰余金の配当が効力を生じる日

2026年３月27日
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第２号議案 取締役8名選任の件
取締役全員（８名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役８名

の選任をお願いしたいと存じます。
取締役候補者は、次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 所 有 す る 当 社

株 式 の 数

１

渡
わた

邉
なべ

信
のぶ

之
ゆき

（1963年５月17日生）
再任

2015年５月 当社入社
2016年９月 当社業務執行役員経営企画部長
2017年３月 当社取締役経営企画部長
2018年３月 当社常務取締役人事部長
2019年９月 当社常務取締役
2020年９月 当社常務取締役経営企画部長
2021年３月 当社専務取締役経営企画部長
2022年７月 当社取締役副社長兼経営企画部長
2024年３月 当社取締役副社長
2024年９月 当社取締役会長
2025年３月 当社代表取締役会長（現任）

70,860株

＜取締役候補者とした理由＞
渡邉信之氏は、事業部や経営企画部、人事部の業務経験を有し、業務管理や経営執行能力に優れてお
ります。また、取締役会における協議・検討に積極的に貢献しております。これまでの実績を踏ま
え、引き続き取締役の責務を適切に果たすことが期待されることから、取締役候補者としておりま
す。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 所 有 す る 当 社

株 式 の 数

２

須
す

藤
どう

泰
やす

志
し

（1962年12月11日生）
再任

1988年２月 当社入社
2001年７月 ㈱デジタル・スパイス代表取締役社長
2020年７月 当社入社

当社業務執行役員
2021年３月 当社取締役
2023年３月 ㈱DONKEY代表取締役社長（現任）

㈱デジタル・スパイス取締役会長
(現任）

2024年９月 当社常務取締役
2025年３月 当社代表取締役社長（現任）

35,450株

＜取締役候補者とした理由＞
須藤泰志氏は、当社に入社してから技術者や営業部門、ものづくり部門での業務経験を有しておりま
す。さらに、ものづくり関係の会社を起業し、長年企業経営者としての経験と高い見識を有しており
ます。これまでの実績を踏まえ、引き続き取締役の責務を適切に果たすことが期待されることから、
取締役候補者としております。

3

松
まつ

本
もと

喜 代 一
き よ かず

（1967年11月６日生）
再任

2021年５月 当社入社
2021年７月 当社営業推進部副部長
2022年９月 当社中日本事業部長
2023年３月 当社業務執行役員中日本事業部長
2024年３月 当社業務執行役員人事部長
2025年３月 当社取締役人事部長
2026年１月 当社常務取締役人事部長（現任)

7,100株

＜取締役候補者とした理由＞
松本喜代一氏は、事業部や営業推進部、人事部の業務経験を有し、業務管理や経営執行能力に優れて
おります。また、取締役会における協議・検討に積極的に貢献しております。これまでの実績を踏ま
え、引き続き取締役の責務を適切に果たすことが期待されることから、取締役候補者としておりま
す。
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候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 所 有 す る 当 社

株 式 の 数

4

太
おお

田
た

秀
ひで

幸
ゆき

（1972年11月19日生）
再任

1995年４月 当社入社
2010年１月 当社人事部長
2012年３月 当社総務部長
2014年３月 当社業務執行役員総務部長
2014年７月 当社業務執行役員人事部長
2015年１月 当社業務執行役員南関東事業部長
2021年３月 当社人事部長
2022年３月 当社業務執行役員人事部長
2024年３月 当社業務執行役員総務部長
2024年９月 当社業務執行役員

㈱アルプスケアハート代表取締役社長
(現任)

2025年３月 当社取締役（現任)

35,810株

＜取締役候補者とした理由＞
太田秀幸氏は、新入社員として当社に入社してから、管理部門や事業部門、グループ会社の経営経験
を有し、業務管理、経営執行能力に優れております。また、取締役会における協議・検討に積極的に
貢献しております。これまでの実績を踏まえ、引き続き取締役の責務を適切に果たすことが期待され
ることから、取締役候補者としております。

５

清
し

水
みず

立
たつ

志
じ

（1969年３月１日生）
新任

1990年２ 月 当社入社
2015年７ 月 当社北関東事業部副部長
2017年３ 月 当社営業推進部長
2018年10月 当社業務執行役員営業推進部長
2022年３ 月 当社業務執行役員総務部長
2024年４ 月 当社業務執行役員

㈱アルプスビジネスサービス
代表取締役社長（現任)

23,970株

＜取締役候補者とした理由＞
清水立志氏は、当社に入社してから、技術者や教育研修部門、営業部門および管理部門での業務経験
を有し、業務管理、グループ会社の経営執行の能力に優れております。これまで現場で培ってきたノ
ウハウを引き続き取締役会の意思決定及び業務執行に活かせることが期待されることから、新たに取
締役候補者といたしました。

2026年03月11日 14時21分 $FOLDER; 50ページ （Tess 1.50(64) 20251126_01）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

連
結
計
算
書
類

連
結
監
査
報
告

監
査
報
告

― 51 ―

候補者
番 号

氏 名
（生 年 月 日） 略 歴、 地 位、 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 所 有 す る 当 社

株 式 の 数

6

野
の

坂
さか

英
えい

吾
ご

（1972年５月６日生）
再任

1999年12月 ㈱トレジャー・ファクトリー
代表取締役社長（現任）

2016年３月 当社社外取締役（現任） ― 株

＜社外取締役候補者とした理由及び期待される役割＞
野坂英吾氏は、企業経営者として国内及び海外への事業展開を積極的に図っております。豊かな経験
と高い見識を有していることから取締役会の意思決定にあたり、経営陣から独立した視点で妥当性・
適正性を確保するための適切な助言・提言をいただけるものと判断し、社外取締役候補者としており
ます。なお、当社社外取締役としての在任期間は、本総会終結の時をもって10年であります。

7

呉
ご

雅
まさ

俊
とし

（1959年７月28日生）
再任

2000年10月 ㈱TSUNAMIネットワークパートナーズ
(現 ㈱TNPパートナーズ）代表取締役社長
(現任）

2013年11月 ㈱TNPオンザロード取締役会長
2016年 7 月 ㈱TNPスレッズオブライト

代表取締役社長（現任）
2017年５月 ㈱エムエム総研監査役（現任）
2018年３月 当社社外取締役（現任）
2023年11月 ㈱TNPオンザロード代表取締役社長

(現任）

― 株

＜社外取締役候補者とした理由及び期待される役割＞
呉雅俊氏は、長年企業経営者としての豊かな経験と高い見識を有しております。取締役会の意思決定
にあたり、同氏は経営陣から独立した視点で妥当性・適正性を確保するための適切な助言・提言をい
ただけるものと判断し、社外取締役候補者としております。なお、当社社外取締役としての在任期間
は、本総会終結の時をもって８年であります。

8

四
し

條
じょう

た か 子
こ

（1959年10月30日生）
再任

1986年９月 執筆活動を開始
1992年12月 ㈱ぎょうせい 執筆を担当（現在）
2006年３月 ㈱神奈川新聞社 執筆を担当（現在）
2024年３月 当社社外取締役（現任）

― 株

＜社外取締役候補者とした理由及び期待される役割＞
四條たか子氏は、長年にわたる取材、執筆活動を通じて歴史的視点や経営者目線を有しております。
取締役会の意思決定にあたり、同氏は経営陣から独立した視点で妥当性・適正性を確保するための適
切な助言・提言をいただけるものと判断し、社外取締役候補者としております。なお、当社社外取締
役としての在任期間は、本総会終結の時をもって２年であります。
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（注）１．各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．野坂英吾氏、呉雅俊氏及び四條たか子氏は、会社法施行規則第２条第３項第７号に定める社外取締役

候補者であり、それぞれ当社が定める社外役員の独立性基準を満たしております。
３．野坂英吾氏、呉雅俊氏及び四條たか子氏は、東京証券取引所の定めに基づく独立性基準の要件を満た

しており、当社は、独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。各氏の再任が承認された
場合には、当社は引き続き独立役員とする予定であります。

４．社外取締役候補者との責任限定契約について
当社は、野坂英吾氏、呉雅俊氏及び四條たか子氏との間で、定款第31条の規定に基づき、会社法第
427条第１項の責任限定契約を締結しており、各氏の再任が承認された場合には、当該責任限定契約
を継続いたします。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、法令が規定する額を限度としており
ます。

５．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結して
おり、当該保険契約の内容の概要は、事業報告「４.会社役員の状況 (３) 役員等賠償責任保険契約の
内容の概要」に記載のとおりであります。なお、各取締役候補者の選任が承認されますと、当該保険
の被保険者に含まれることとなります。また、当該契約は次回契約更新時においても同内容での更新
を予定しております。
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（ご参考）本議案の承認が得られた場合の取締役のスキル・マトリックスは以下のとおりとなります。
【取締役のスキル・マトリックス一覧】※知見・経験を有する分野に「〇」をしております。

氏名 企業経営 技術 営業 人材育成 採用 ものづくり グローバル
アントレ
プレナー
シップ

ESG 財務会計 法務

渡邉 信之 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

須藤 泰志 ○ ○ ○ ○ ○ ○

松本 喜代一 ○ ○ ○ ○ ○ ○

太田 秀幸 ○ ○ ○ ○ ○ ○

清水 立志 ○ ○ ○ ○

野坂 英吾 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

呉 雅俊 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

四條 たか子 ○ ○ ○ ○

【スキル項目の定義】
スキル 定 義

企業経営 企業経営者として豊富な経験と企業経営に関する専門的な知識を有し、その知見を取締役の職務に発揮できること

技術 当社の事業領域のうち、いずれかの技術に関する豊富な実務経験と高い能力を有し、その知見を取締役の職務に発
揮できること

営業 営業に関する豊富な実務経験と高い能力を有し、その知見を取締役の職務に発揮できること

人材育成 人材育成に関する豊富な実務経験と高い能力を有し、その知見を取締役の職務に発揮できること

採用 採用に関する豊富な実務経験と高い能力を有し、その知見を取締役の職務に発揮できること

ものづくり 製造業に関する豊富な実務経験と高い能力を有し、その知見を取締役の職務に発揮できること

グローバル 国際ビジネスに関する豊富な実務経験と高い能力を有し、その知見を取締役の職務に発揮できること

アントレプレナーシップ ベンチャー企業や新規事業の育成または自らアントレプレナーとしての豊富な実務経験と高い能力を有し、その知
見を取締役の職務に発揮できること

ESG ESGに関する幅広い知見を取締役の職務に発揮できること

財務会計 財務や会計に関する豊富な実務経験と高い能力を有し、その知見を取締役の職務に発揮できること

法務 法務に関する豊富な実務経験と高い能力を有し、その知見を取締役の職務に発揮できること
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第３号議案 監査役１名選任の件
監査役の加藤勝男氏が、本総会終結の時をもって辞任されますので、監査役１名の選任をお願いし

たいと存じます。なお、選任されます監査役の任期は、当社定款の定めにより、前任者の任期満了の
時までとなります。
なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
監査役候補者は、次のとおりであります。
氏 名

（ 生 年 月 日 ） 略 歴 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 所 有 す る 当 社
株 式 の 数

原
はら

剛
たけ

志
し

（1968年12月30日生）
新任

2015年８月 税理士登録
2018年１月 原剛志税理士事務所開業（現在）
2021年９月 原剛志行政書士事務所開業（現在）

― 株

＜社外監査役候補者とした理由＞
原剛志氏は、長年にわたる税理士業務を通じて豊富な財務・税務の知識と実務経験
を有しております。取締役会の意思決定にあたり、同氏は経営陣から独立した視点
で妥当性・適正性を確保するための適切な助言・提言をいただけることが期待され
ることから、新たに社外監査役候補者といたしました。

（注）１．原剛志氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．原剛志氏は、会社法施行規則第２条第３項第８号に定める社外監査役候補者であります。また、同氏

は当社が定める社外役員の独立性基準を満たしております。
３．監査役候補者との責任限定契約について

当社は、定款第42条の規定により、監査役との間で会社法第427条第１項の責任限定契約を締結でき
るものとしております。これにより、原剛志氏が選任された場合には、当該責任限定契約を締結する
予定であります。当該契約に基づく損害賠償の限度額は、法令が規定する額を限度としております。

４．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結して
おり、当該保険契約の内容の概要は、事業報告「４.会社役員の状況 (３) 役員等賠償責任保険契約の
内容の概要」に記載のとおりであります。なお、原剛志氏の選任が承認されますと、当該保険の被保
険者に含まれることとなります。また、当該契約は次回契約更新時においても同内容での更新を予定
しております。

以上
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第４号議案 補欠監査役１名選任の件
法令に定める監査役の員数を欠くことになる場合に備えて、会社法第329条第３項の規定に基づ

き、予め補欠監査役１名の選任をお願いしたいと存じます。
なお、本議案につきましては、監査役会の同意を得ております。
補欠監査役候補者は、次のとおりであります。
氏 名

（ 生 年 月 日 ） 略 歴 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況 所 有 す る 当 社
株 式 の 数

甘
あま

粕
かす

潔
きよし

（1965年８月27日生）
再任

1988年４月 ㈱横浜銀行入行
1995年５月 米国デューク大学にて経営学修士(MBA)取得
2003年２月 ㈱ディー･クエスト取締役
2007年12月 日本公認不正検査士協会専務理事
2011年５月 ㈱インタクト・コンサルティング代表取締役

(現任)
2015年６月 ㈱メンバーズ常勤監査役
2017年６月 ㈱メンバーズ取締役常勤監査等委員
2018年３月 当社補欠監査役（現任）

― 株

＜補欠の社外監査役候補者とした理由及び期待される役割＞
甘粕潔氏は、公認不正検査士として、不正対策に重要な4つの分野(会計知識、法律
知識、犯罪心理学、調査手法)に関する専門的な知見を有し、長年の経験と深い見
識を、当社の監査体制に活かしていただくことが期待されることから、補欠の社外
監査役とするものであります。

（注）１．甘粕潔氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
２．甘粕潔氏は、会社法施行規則第２条第３項第８号に定める社外監査役候補者であります。また、同氏

は当社が定める社外役員の独立性基準を満たしております。
３．監査役との責任限定契約について

当社は、定款第42条において、監査役との間で会社法第427条第1項の責任限定契約を締結できる旨
を定めております。これにより、甘粕潔氏が監査役に就任された場合には、当社との間で責任限定契
約を締結する予定であります。当該契約の基づく損害賠償の限度額は、法令が規定する額を限度とし
ております。

４．当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を締結して
おり、当該保険契約の内容の概要は、事業報告「４.会社役員の状況 (３) 役員等賠償責任保険契約の
内容の概要」に記載のとおりであります。甘粕潔氏が監査役に就任した場合には、当該保険の被保険
者に含まれることとなります。また、当該契約は次回契約更新時においても同内容での更新を予定し
ております。

以上
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ＪＲ橋本駅
京王線橋本駅

ＪＲ横浜線

至 八王子

至 横浜
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横断地下道拡大図

● エレベーター設置箇所

西-1 東

西-2

横断地下道

市道

市道

至 八王子

至 横浜

至 

津
久
井
湖

至 

橋
本
駅

【橋本駅南口】送迎バスのご案内
当日は送迎バスを運行いたします。

◇発車時刻◇
９:10、９:15、９:35、９:40

ＪＲ
橋本駅

京王橋本駅

ＪＲ横浜線

京王相模原線

路線バス乗り場

至 横浜

ペデストリアンデッキ ミウィ橋本

送迎バス乗り場

歩道橋

至 八王子

南口

北口

リニア中央新幹線
神奈川県駅（仮称）予定地

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

株主総会会場
ご 案 内 図

会　　場　神奈川県相模原市緑区西橋本五丁目４番12号
アルプス技研第１ビル　会議室
ＴＥＬ　042-774-3333（代表）　

公共交通機関
●ＪＲ横浜線・ＪＲ相模線・京王相模原線
橋本駅南口から徒歩約10分（国道16号線は地下道にて
横断）
●橋本駅南口より神奈中バス
「緑区合同庁舎前」バス停下車徒歩１分
橋本駅南口バスターミナル
５番乗場「橋08若葉台住宅行」「橋28若葉台住宅行」
なお、橋本駅南口からのバスの所要時間は約５分であり
ます。
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